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来
の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
。
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む
一
方
で
、 Io T や

 IC
T 、 A

I と
い
っ
た
新
し
い
技
術
や
シ
ス
テ
ム
も
生
ま
れ
、
現
代
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
 い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
が
、そ
こ
に
は
常
に
ひ
と
 が
い
る
と
い
う
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
が
、今
の
こ
の
町
で
暮
ら
す
ひ
と
、こ
の
町
の
自
然
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
こ
の
町
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

そ
れ
が
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
、
四
万
十
町
の
、
そ
し
て
日
本
の
未
来
へ
と
繋
が
る
は
ず
で
す
。

未 エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

7
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

8
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

10

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

13
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

16
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う

17
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

14

産
業
と
技
術
革
新
の

基
盤
を
つ
く
ろ
う

9
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

11
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任

12

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

4
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

3
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

5
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

6

陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

15
四
万
十
町
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
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支
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し
て
い
ま
す
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▲昨年のマリンフェスタ。
　子どもたちも楽しそう。

　
昨
年
よ
り
、四
万
十
町
観
光
協
会

の
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
宗
﨑
さ
ん
。早
く
も
「
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
」で
す
。　
　
　
　

　
宗
﨑
さ
ん
は
東
又
の
黒
石
出
身
で
、

窪
川
中
学
校
、
窪
川
高
校
と
進
学
。

「
実
は
、
窪
中
3
年
の
時
に
は
須
崎

工
業
高
校
の
造
船
科
に
行
こ
う
と

思
っ
て
ま
し
た
。船
に
乗
っ
て
、
船
の

修
理
を
し
な
が
ら
海
外
に
行
け
る
っ

て
聞
い
て
た
の
で
。で
も
私
、
汽
車
通

学
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
諦
め
ま
し
た（
笑
）」

　
高
校
を
卒
業
し
た
後
、役
場
の
臨

時
職
員
や
携
帯
電
話
会
社
勤
務
を

経
て
、
20
歳
の
時
に
高
知
市
内
に
あ

る
各
携
帯
電
話
会
社
を
扱
う
総
合

代
理
販
売
会
社
に
入
社
。そ
こ
で
約

10
年
間
、携
帯
電
話
の
販
売
・
接
客

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
30
歳
に
な
る
の
を
機
に
帰

郷
。ト
マ
ト
栽
培
の
会
社
で
ト
マ
ト
の

誘
引
作
業
に
従
事
し
た
後
、
役
場
の

臨
時
職
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
、観
光
協
会
の
前
任
者
が
退
職
す

る
こ
と
に
な
り
、
宗
﨑
さ
ん
に
白
羽

の
矢
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
宗
﨑
さ
ん
を
知
る
人
が
言
い
ま
す
。

「
彼
女
の
感
心
な
と
こ
ろ
の一つ
は
、わ

か
ら
な
い
ま
ま
物
事
を
進
め
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
。実
に
真
っ
当
な
こ
と
で

す
け
ど
、
こ
れ
が
で
き
る
人
が
少
な

い
ん
で
す
」観
光
協
会
の
仕
事
も
、た

だ
引
き
継
ぐ
だ
け
で
は
な
く
て
、

ち
ゃ
ん
と「
そ
も
そ
も
」を
知
ろ
う
と

す
る
宗
﨑
さ
ん
。「
四
万
十
町
の
観

光
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
」「
何
が
、

ど
こ
が
観
光
資
源
な
の
か
？
」
な
ど

な
ど
、
き
ち
ん
と
知
っ
て
き
ち
ん
と

動
く
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
よ
う
で
す
。「
窪
川
出
身
な
の

で
、窪
川
の
こ
と
は
そ
こ
そ
こ
わ
か
る

ん
で
す
け
ど
、大
正
、十
和
の
こ
と
に

つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
ん
で
、

ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
、し
っ
か
り
学
ん

で
い
き
た
い
で
す
」

　
そ
れ
と
も
う
一つ
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
能
力
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。ご
本
人
に
よ
れ
ば
、も
と
も
と
人

と
話
す
の
が
好
き
な
の
と
、
10
年
間

接
客
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
の

も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
と
っ
て
も
頼
り
に
な
る
宗
﨑
さ
ん
。

き
っ
と
、
魅
力
あ
る
四
万
十
町
の
観

光
を
創
造
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

宗﨑 名帆子さん
（本町）　

そうざき な ほ こ

わ
か
ら
な
い
ま
ま
物
事
を
進
め
な
い
。

　
菜
の
花
の
咲
く
三
月
下
旬
か
ら

四
月
上
旬
に
か
け
て
、
連
日
降
り
つ
づ
く
寒
々
と
し
た
小
雨
。

「
春
の
長
雨
」
と
も
言
い
ま
す
。
高
気
圧
が
は
り
出
し
た
り
移

動
性
高
気
圧
が
北
に
偏
っ
て
日
本
列
島
を
通
過
す
る
た
め
に
、

関
東
地
方
や
太
平
洋
沿
岸
部
に
は
冷
た
く
湿
っ
た
北
東
風
が
吹

き
、
前
線
が
停
滞
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
へ
小
低
気
圧
が

次
々
と
発
生
す
る
た
め
、
す
っ
き
り
し
な
い
天
気
が
続
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
菜
の
花
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
花
を
催
す
と
い
う
意
味
で
、

「
催
花
雨
」
と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
発
音
の

「
菜
花
雨
」
か
ら
「
菜
種
梅
雨
」
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
植
物
に
と
っ
て
成
長
を
促
す
大
切

な
雨
が
降
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
雨
に
植
物
の
名
前
が
付

い
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
菜
種
梅
雨
の
季
節
が
終
わ

り
、
五
月
初
旬
は
「
た
け
の
こ
梅
雨
」
、
そ
し
て
、
五
月
中
旬

か
ら
は
「
卯
の
花
く
た
し
」
。
そ
の
後
、
梅
の
実
の
熟
す
頃
、

本
格
的
な
「
梅
雨
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
雨
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
み
る
の
も
風
情
が
あ
っ

て
い
い
で
す
ね
。

菜
種
梅
雨

季
節
の
風
景 

４
月

さ
い 

か
　
う

か
た
よ

な  

た
ね  

づ  

ゆ

く
ら
し
の
灯
い
き
い
き
点
す
菜
種
梅
雨
　
鈴
木
真
砂
女

第８回
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■上位3チームの結果

topics&reportまちの話題
㈱生田組より車椅子が寄贈されました

四万十町ボッチャ大会

くぼかわスポーツクラブ杯
スカッシュバレーボール大会

　3月9日に車椅子２台の寄贈式が町長室で行われました。
　寄贈式では、㈱生田組　代表取締役　生田政嗣様より町長へ目録が贈呈されました。
町長は、「町の地域福祉向上のために、高齢者福祉施設などで活用させていただきます。」
と感謝の言葉を述べました。

　3月9日に車椅子２台の寄贈式が町長室で行われました。
　寄贈式では、㈱生田組　代表取締役　生田政嗣様より町長へ目録が贈呈されました。
町長は、「町の地域福祉向上のために、高齢者福祉施設などで活用させていただきます。」
と感謝の言葉を述べました。

　2 月26日、四万十町で初めての「四万十町ボッチャ大会」が開催され、障害のある
人たちなど26人が参加し、パラスポーツの人気種目であるボッチャ競技を楽しみました。
　この大会は、ＮＰＯ法人くぼかわスポーツクラブがスポーツ庁の事業を導入した、高知
県障害者スポーツ推進プロジェクトとして、地域の障害者福祉施設の入所者をターゲット
とした取り組みを中心としたモデルづくりの一環として、体験教室に引き続き、その成果
を発表したものです。

　2 月26日、四万十町で初めての「四万十町ボッチャ大会」が開催され、障害のある
人たちなど26人が参加し、パラスポーツの人気種目であるボッチャ競技を楽しみました。
　この大会は、ＮＰＯ法人くぼかわスポーツクラブがスポーツ庁の事業を導入した、高知
県障害者スポーツ推進プロジェクトとして、地域の障害者福祉施設の入所者をターゲット
とした取り組みを中心としたモデルづくりの一環として、体験教室に引き続き、その成果
を発表したものです。

　１月２５日、四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋センターで、第８回くぼかわスポーツクラブ杯スカッ
シュバレーボール大会を開催されました。
　四万十町内から８チーム（２７人）の参加者が集まり、２ブロックの予選リーグ・決勝リー
グを行い、予選から白熱した試合が繰り広げられていました。
　どの選手も真剣にボールをつないでいき、最後は女性も男性も関係なくアタックを打
てていてレベルの高さを感じました。
　今大会は「にゃ～」チームが優勝を飾り、今年度の NPO 法人くぼかわスポーツクラ
ブ杯スカッシュバレーボール大会は無事全て終了しましたが、四万十町のスカッシュ大
会は、来年度も夏・秋・冬と開催する予定です。
　選手の皆さまお疲れさまでした。

　１月２５日、四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋センターで、第８回くぼかわスポーツクラブ杯スカッ
シュバレーボール大会を開催されました。
　四万十町内から８チーム（２７人）の参加者が集まり、２ブロックの予選リーグ・決勝リー
グを行い、予選から白熱した試合が繰り広げられていました。
　どの選手も真剣にボールをつないでいき、最後は女性も男性も関係なくアタックを打
てていてレベルの高さを感じました。
　今大会は「にゃ～」チームが優勝を飾り、今年度の NPO 法人くぼかわスポーツクラ
ブ杯スカッシュバレーボール大会は無事全て終了しましたが、四万十町のスカッシュ大
会は、来年度も夏・秋・冬と開催する予定です。
　選手の皆さまお疲れさまでした。

第53回 椋庵文学賞
むくあん

　「第 53 回椋庵文学賞」「第 64 回県出版文化賞」「第 39 回寺田虎彦記念賞」
の合同授賞式が２月22日、高知会館で行われ、谷本好美さん（四万十町昭和）
の小説「忘却曲線」に椋庵文学賞が贈られました。授賞式では三賞代表して谷本
さんがあいさつし、受賞の感謝と今後も書き続ける決意を述べました。
　「忘却曲線」は同人誌「風土第 19 号」に掲載された小説で、十和の小さな四手

崎集落の三人の老女の軽妙な暮らし合いを明るくコミカルに描かれた作品です。前作の「棕櫚の木のそばで」（「風土」
第18号所収）と合わせて読めば面白さ倍増です。この受賞作は「第一書斎（トイレ）」で書かれたものですが、「第二書斎（予
土線の車窓）」で書いた高知新聞・コラム「閑人調」の連載寄稿も面白いです。機会があればぜひご覧ください。
　谷本さん、受賞おめでとうございます。

　「第 53 回椋庵文学賞」「第 64 回県出版文化賞」「第 39 回寺田虎彦記念賞」
の合同授賞式が２月22日、高知会館で行われ、谷本好美さん（四万十町昭和）
の小説「忘却曲線」に椋庵文学賞が贈られました。授賞式では三賞代表して谷本
さんがあいさつし、受賞の感謝と今後も書き続ける決意を述べました。
　「忘却曲線」は同人誌「風土第 19 号」に掲載された小説で、十和の小さな四手

崎集落の三人の老女の軽妙な暮らし合いを明るくコミカルに描かれた作品です。前作の「棕櫚の木のそばで」（「風土」
第18号所収）と合わせて読めば面白さ倍増です。この受賞作は「第一書斎（トイレ）」で書かれたものですが、「第二書斎（予
土線の車窓）」で書いた高知新聞・コラム「閑人調」の連載寄稿も面白いです。機会があればぜひご覧ください。
　谷本さん、受賞おめでとうございます。

▲優勝　にゃ～

さき

し    で 
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★各区間の距離　１区 2.8km / ２区 2.0km / 3区 1.8km / 4区 1.8km / ５区 3.0km
　どちらの大会も距離は同じです。

ソフトボール世界大会で優勝！
味元琉維選手　小椋千寿選手　大活躍
み もと お ぐらせんじゅる　い

topics&reportまちの話題

　２月にニュージーランドで開催された「18 歳以下男子
ソフトボール世界大会」で、日本代表が２大会ぶりの優勝
を果たしました。その日本代表メンバーには、四万十町か
ら味元琉維選手（高知工業３年・大正中出身）、小椋千
寿選手（高知工業２年・大正中出身）が選ばれており、
攻守において活躍し優勝に大きく貢献しました。
　３月12日に、２人が役場を訪れ町長に世界大会での優勝
を報告しました。
　優勝おめでとうございます。２人の今後のさらなる活躍
を期待しています。

　２月にニュージーランドで開催された「18 歳以下男子
ソフトボール世界大会」で、日本代表が２大会ぶりの優勝
を果たしました。その日本代表メンバーには、四万十町か
ら味元琉維選手（高知工業３年・大正中出身）、小椋千
寿選手（高知工業２年・大正中出身）が選ばれており、
攻守において活躍し優勝に大きく貢献しました。
　３月12日に、２人が役場を訪れ町長に世界大会での優勝
を報告しました。
　優勝おめでとうございます。２人の今後のさらなる活躍
を期待しています。

第57回 四万十町窪川ロードレース大会　開催
　２月２日に、第５７回四万十町窪川ロードレース大会が開催されました。
　この大会は小学５・６年生から壮年の部までの１0部門で競われる大会です。
　当日は高知県内から集まった７８人（申し込み９６人）が日ごろの練習の成果を発揮した力走を見せてくれました。また
壮年女子の部では大会最高記録が更新されました。

　２月２日に、第５７回四万十町窪川ロードレース大会が開催されました。
　この大会は小学５・６年生から壮年の部までの１0部門で競われる大会です。
　当日は高知県内から集まった７８人（申し込み９６人）が日ごろの練習の成果を発揮した力走を見せてくれました。また
壮年女子の部では大会最高記録が更新されました。

■小学5･6年男子の部（2㎞）

芝　佑浬
中越　理瑠
横畠　漣
公文　翔太
谷脇　慈久
山﨑　新大
　　

1
2
3
4
5
6

順位
6
6
5
6
6
6

学年 記　録氏　名
佐川ＪＡＣ
佐川ＪＡＣ
佐川ＪＡＣ
春野東小学校
窪川ＪＲＣ　
窪川ＳＣ

所　属
■小学5･6年女子の部（2㎞）

石元　美羽
濵田　夏波
野中　美空
川村　羽奈
川上　怜子
竹内　舞那

8分02秒
8分16秒
8分22秒
8分38秒
8分39秒
8分44秒

1
2
3
4
5
6

順位
5
6
6
5
5
6

学年 記　録氏　名
窪川ＪＲＣ
高知橘クラブ
窪川ＪＲＣ
窪川ＪＲＣ
窪川ＪＲＣ
高知橘クラブ

所　属

■中学1年男子の部（3㎞）

木村　響
川村　麟之介
田中　順晟
大山　遼太郎
川田　悠斗
三浦　直土

10分38秒
11分05秒
12分07秒
12分12秒
12分31秒
12分46秒

1
2
3
4
5
6

順位
1
1
1
1
1
1

学年 記　録氏　名
窪川中学校
窪川中学校
朝倉中学校
窪川中学校
東津野中学校
東津野中学校

所　属
■中学女子の部（3㎞）

宮本　朋果
谷口　琴乃
濱田　綾波
矢野　七海
間﨑　心仁
森下　まひろ

12分05秒
12分34秒
12分36秒
12分46秒
13分12秒
14分47秒

1
2
3
4
5
6

順位
1
1
2
1
3
1

学年 記　録氏　名
窪川中学校
春野中学校
鏡中学校
日高中学校
窪川中学校
日高中学校

所　属

■一般女子の部（5㎞）

山根　幸
藤本　潤

25分18秒
25分49秒

1
2

順位
43
44

年齢 記　録氏　名
まるＲＣ
まるＲＣ

所　属

■壮年女子の部（5㎞）

松﨑　由紀 20分04秒★1
順位

43
年齢 記　録氏　名

まるＲＣ
所　属

■一般男子の部（10㎞）

川上　依武輝
竹村　俊斗
田井　翼
江口　周希
金子　仁
田中　孝幸

34分01秒
35分30秒
36分23秒
36分50秒
37分54秒
42分54秒

1
2
3
4
5
6

順位
19
23
26
19
41
36

年齢 記　録氏　名
窪川陸上クラブ
窪川陸上クラブ
窪川陸上クラブ
高知工業高校
窪川陸上クラブ
四万十町

所　属

■壮年男子の部（5㎞）

國本　武恒
中平　伸幸
谷　正道
市川　清明
上岡　聖司
小谷　邦彦

18分40秒
19分22秒
21分32秒
23分18秒
24分52秒
25分27秒

1
2
3
4
5
6

順位
46
57
40
70
64
52

年齢 記　録氏　名
窪川陸上クラブ
窪川陸上クラブ
中土佐町
四万十町
中土佐町
四万十町

所　属
■高校男子の部（10㎞）

永田　政也
白石　翔馬
土居　雅季
小出　橘平
宮山　悠希
早津　光

31分51秒
32分05秒
32分08秒
33分25秒
33分27秒
34分28秒

1
2
3
4
5
6

順位
2
1
1
2
2
2

学年 記　録氏　名
高知中央高校
高知中央高校
高知工業高校
高知中央高校
高知中央高校
高知中央高校

所　属

■中学2・3年男子の部（5㎞）

公文　拓翔
藤田　真登
中山　雄太
藤田　和凪
樫本　琉希
小沢　俊勝

16分19秒
18分23秒
19分17秒
20分35秒
21分25秒
22分02秒

1
2
3
4
5
6

順位
3
3
2
2
2
2

学年 記　録氏　名
春野中学校
窪川中学校
春野中学校
窪川中学校
窪川中学校
東津野中学校

所　属

▲左：味元 琉維 選手 　右：小椋 千寿 選手

7分09秒
7分15秒
7分17秒
7分19秒
7分31秒
7分37秒

★＝ 大会最高記録

　　２月９日、第３７回四万十町子ども会駅伝大会ならびに第１４回四万十町勤労者
駅伝大会が開催されました。
　去年から東又地区に駅伝コースを移しましたが、今年からさらに距離を伸ばし、
合計１１.４ｋｍのコースを沿道の声援を受けながらタスキをつないで走りました。
　結果は以下のとおりです。

　　２月９日、第３７回四万十町子ども会駅伝大会ならびに第１４回四万十町勤労者
駅伝大会が開催されました。
　去年から東又地区に駅伝コースを移しましたが、今年からさらに距離を伸ばし、
合計１１.４ｋｍのコースを沿道の声援を受けながらタスキをつないで走りました。
　結果は以下のとおりです。

四万十町子ども会駅伝大会　第37回 四万十町勤労者駅伝大会第14回

■子ども会駅伝男子の部　団体

窪川小A
窪川小B
窪川小C
仁井田A
米奥子ども会
ファイターズ東又

44分24秒
49分13秒
51分23秒
52分11秒
52分24秒
52分50秒

1
2
3
4
5
6

順位 記　録チーム名

■子ども会駅伝女子の部　団体

窪川小D
北ノ川スポ少女子
窪川小E
東又ファイト
七里小
東又ラン

49分16秒
52分02秒
55分47秒
55分48秒
59分49秒
59分58秒

1
2
3
4
5
6

順位 記　録チーム名

■勤労者駅伝　団体の部

高幡自動車
マッハ窪小2020
カツヤ
クラインガルテン四万十A
四万十清流消防署
YONDEN　A

39分57秒
43分15秒
43分45秒
44分16秒
45分10秒
49分03秒

1
2
3
4
5
6

順位 記　録チーム名

■子ども会駅伝男子の部　区間賞

窪川小A
窪川小A
窪川小A
窪川小B
窪川小Ａ

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
10分36秒
7分37秒
7分02秒
7分43秒
11分19秒

記　録チーム名
谷脇 慈久
山﨑 新大
藤川 新門
木村 将
土居 星太

■子ども会駅伝女子の部　区間賞

北ノ川スポ少女子
窪川小D
窪川小D
窪川小D
北ノ川スポ少女子

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
11分29秒
8分31秒
7分13秒
7分56秒
12分57秒

記　録チーム名
窪田 百華
野中 美空
石元 美羽
川村 羽奈
杉本 薫

■勤労者駅伝　区間賞

マッハ窪小2020
カツヤ
高幡自動車
高幡自動車
高幡自動車

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
9分36秒
7分33秒
5分45秒
6分29秒
10分03秒

記　録チーム名
金子 仁
中平 洋輔
竹村 俊斗
山﨑 綾成
植田 和久

▲勤労者　優勝　高幡自動車

▲子ども会男子　優勝　窪川小Ａ

▲子ども会女子　優勝　窪川小Ｄ
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　すべての人にとって、しあわせな暮らしができるまちづくり－。
　「まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは、急激に進む人口減少社会の中でも、
このまちの暮らし・ひと・しごとを守り、誰もが安心・安全に、そし て それぞれが求
めるしあわせな暮らしができるようにするための町の重点的な施策をまとめたも
のです。これは平成27年度からはじまり、 今年度から令和６年度にかけて、第
２期の総合戦略がはじまります。
　今月号から６月号にかけて、第２期の戦略の中でポイントとなる「ＳＤＧｓ（エス・
ディー・ジーズ）」、「 Society5.0 （ソサエティゴテンゼロ）」、「女性が活躍できる
まちづくり」について特集します。

　　　　　  ひとり取り残さない－。 2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ（ Sustainable
　　　　　　 Development Goals）」の理念です。「貧困をなくそう」など 17 のゴールを掲げ 2030 年までに
　　　　　　持続可能な未来を達成することを目指すもので、四万十町でも、これからのまちづくりにＳＤＧｓの視点
　　　　　を取り入れ、2030 年の町のあるべき未来を考えていきます。
　四万十町にずっと住み続けたい。そう思えるためにはこの町の自然を守り、地域が支え合い、一人ひとりが未来の
ためにできることを考えることが必要で、それが誰ひとりとして取り残さない四万十町版ＳＤＧｓとなるのでは。

など

となっており、町内での所得の約４

割が、町外への支出として流れて 

いるということになります。

　このような損失をできるだけなく

し、地元の食材や素材をできるだけ

選んで使うことで、町内の経済の好

循環にもつながります。

内閣府公表
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  〔お問い合わせ先〕  企画課　☎22-3124



informationお知らせ

由菜の里の皆さん
　みんながコミュニケーションを取り、支えあって働いています。

ご 存 知 で す か ？  助 け 合 い の 印
しるし

⬆丁寧に、そしてテキパキと
　仕事をこなします

⬆由菜の里で働く廣田さん

  〔お問い合わせ先〕  健康福祉課　☎22-3115

［広告］

　
令
和
2
年
4
月
〜
令
和
3
年
3
月
分
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
1
6,
5
4
0

円
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
納
付
期
限
ま
で
に
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を

は
じ
め
、
病
気
や
事
故
で
障
害
を
負
っ
た

と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う

制
度
で
す
。

　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
で
、
他
の
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
が
必
要
な
場
合

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会
社
を
辞
め
た

国
民
年
金
保
険
料

納
付
の
ご
案
内

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕 

町
民
課
　
　
　
　    

☎
2
2

-

3
1
1
7

大
正
　
町
民
生
活
課 

☎
2
7

-

0
1
1
2

十
和
　
町
民
生
活
課 

☎
2
8

-

5
1
1
2

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
☎
0
5
7
0

-

0
0
3

-

0
0
4

高
知
西
年
金
事
務
所

　
　
　
☎
0
8
8

-

8
7
5

-

1
7
1
7

町
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
と
き

②
被
扶
養
配
偶
者
の
方
で
、被
保
険
者
が

会
社
を
退
職
し
た
り
転
職
し
た
り
し

た
と
き

③
国
外
か
ら
帰
国
し
た
と
き

④
加
入
者
の
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

と
き

⑤
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
利
用

す
る
と
き

⑥
国
民
年
金
の
加
入
者
・
受
給
者
が
死

亡
し
た
と
き

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
、年
金
証
書
な
ど
）

・
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の（
免
許
証
、健

康
保
険
証
な
ど
）

※
各
手
続
き
で
上
記
以
外
に
も
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
前
年

度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
本
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
へ
、
3
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
な

ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生

納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
本

年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
（
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
の
添
付
は
不
要
で
す
）

　
な
お
、
本
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制

国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成
し
て

送
付
し
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
予
約
を
い
た
だ
く
と
、

①
お
客
さ
ま
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、ス

ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

②
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
事

前
に
準
備
の
う
え
、丁
寧
に
対
応
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
ご
予
約
の
受
付
は
相
談
日
の

1
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
で
す
。

　
予
約
の
申
し
込
み
は
「
予
約
受
付
専
用

電
話
0
5
7
0

-

0
5

-

4
8
9
0
」
へ
!

年
金
事
務
所
で
の
年
金

相
談
・
お
手
続
き
の
際
は

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
年
度
は
、
6
月
3
日
（
水
）
と

12
月
2
日
（
水
）
に
出
張
年
金
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

高
知
西
年
金
事
務
所
へ
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

出
張
年
金
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

ヘルプマーク マタニティマーク 耳マーク

　内部障害や難病など、外見か
らは援助や配慮を必要としてい
ることが分からない方々が、周
囲の方に手助けを必要としてい
ることを知らせるマークです。

　妊産婦さんであることを示す
マークです。バスやベンチなど
では席を譲ったり、体調が悪そ
うな様子であれば声をかける
などの配慮をお願いします。

　耳が不自由であることを
示すマークです。手話や筆
談で会話をしたり、困って
いたら手助けをするなどの
配慮をお願いします。

日も仕事に来れたということが嬉しい。優しいまなざしでそう話してくれた
廣田さん（写真左下）。アットホームな感じでみんなで仲良く作業できることが
好きで、周りの人が「よく頑張っているね」「頑張りすぎないでね」と、声をか

けてくれることが嬉しいそうです。そんな廣田さんの好きな仕事内容は、お弁当とケーキ
を作ること。小さいころや学生時代は、料理があまり好きではなかったそうですが、自分が
作った料理を見た人が「おいしそうだね」と言ってくれたことで、だんだんと料理が好きに
なったそうです。働いている姿からも、おいしそうに食べてくれる人のことを想いながら
作っている廣田さんの気持ちが伝わってきました。

今

人と話ができたり、みんなと仲良く
作 業 し たりす る の が 楽 し い 。

誰ひとり取り残さない未来へ―。

自動化やデジタル化が進み、近年では

ＡＩ(人口知能)という言葉も聞かれる

ようになってきました。そんな中、忘れ

てはならないのは、たくさんの“愛”

一人ひとりの小さな愛が、誰ひとり取り

残さない未来へとつながります。

認
め
あ
い

 

助
け
あ
い

 
 

支
え
あ
い愛
A I
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令
和
２
年
３
月

四
万
十
町
議
会

　
　 定 

例 

会
　

　
　 

町
長
行
政
報
告（
要
旨
）
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■  

施
政
方
針

　

人
口
減
少
は
、「
静
か
な
る
危
機
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
、
日
々
の
生
活
に
お
い
て
は
実
感

し
づ
ら
い
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
続
け
ば
人
口
は

急
速
に
減
少
し
、
将
来
的
に
は
経
済
規
模
の
縮

小
や
生
活
水
準
の
低
下
を
招
く
ば
か
り
か
、
国

と
し
て
の
持
続
性
す
ら
危
う
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
市
町
村
に
も
当
て
は
ま
り
、

地
域
の
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
地
域
経
済
が
縮

小
し
、
人
口
減
少
を
更
に
加
速
さ
せ
る
と
い
っ

た
負
の
連
鎖
に
陥
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
」
の

機
能
が
低
下
し
、
地
域
の
魅
力
や
活
力
が
損
わ

れ
る
こ
と
で
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難

と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
負
の
連
鎖
か

ら
脱
却
し
、好
循
環
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

国
と
地
方
、
そ
し
て
地
方
と
市
町
村
の
関
係
だ

け
で
な
く
、市
町
村
を
支
え
る
「
集
落
」
こ
そ
、

地
方
創
生
の
鍵
を
握
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
の
生
の
声
や
ご
意
見

を
も
と
に
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
い
く
た
め
、
昨
年
11
月
か
ら
本
年
１

月
に
か
け
て
、町
内
８
会
場
で
「
町
政
懇
談
会
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

１
点
目
の
内
容
は
、「
第
２
期
四
万
十
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
」、

２
点
目
は
「
第
２
期
四
万
十
町
学
校
適
正
配
置

計
画
」、
３
点
目
は
「
地
域
自
治
区
制
度
」
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

た
結
果
、
ご
意
見
・
ご
要
望
や
ご
提
案
の
ほ
か
、

叱
咤
激
励
な
ど
様
々
な
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
点
目
の
総
合
戦
略
で
は
、
本
町
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、

人
口
減
少
・
担
い
手
不
足
や
、
出
産
・
子
育
て

支
援
、
移
住
定
住
対
策
、
住
宅
政
策
、
交
通
手

段
の
確
保
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
点
目
の
学
校
適
正
配
置
計
画
で
は
、
計
画

の
考
え
方
や
地
元
説
明
会
の
開
催
方
法
な
ど

計
画
の
進
め
方
に
対
す
る
ご
意
見
を
は
じ
め
、

「
地
元
の
小
学
校
が
な
く
な
る
と
活
気
が
失
わ

れ
る
。
学
校
を
残
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
っ
た

切
実
な
声
や
、「
小
規
模
校
の
何
が
悪
い
の
か
。

小
規
模
校
な
ら
で
は
の
教
育
や
、
そ
れ
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。」、「
統
合
あ
り
き
で
は
な
く
、人
を
残
す・

学
校
を
残
す
と
い
っ
た
視
点
で
、
ま
ず
は
様
々

な
施
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。」

と
い
っ
た
ご
意
見
な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し
て
、

学
校
の
適
正
配
置
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性

化
や
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
い
に
関
係
す
る
貴
重

な
ご
意
見
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
等
に
対
し
ま
し
て
、
特
に

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
の
「
人
口
減
少
・
担
い

手
不
足
」
と
「
住
宅
政
策
」
に
つ
い
て
、
私
の

考
え
方
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
内
小
・
中
学
校
の
統
合
や
高
校
の
再
編
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
地

域
の
活
力
が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
担
い
手
不

足
や
域
内
経
済
の
衰
退
な
ど
、
更
な
る
人
口
流
出

と
い
っ
た
負
の
連
鎖
を
招
き
、
ひ
い
て
は
四
万
十

町
全
体
の
人
口
減
少
・
経
済
衰
退
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
本
町
は
、
県
内
一
の
広
大

な
面
積
を
有
す
る
中
山
間
地
域
で
多
く
の
集
落
が

点
在
し
て
お
り
、
窪
川
小
学
校
が
あ
る
中
心
市
街

地
に
人
口
が
集
中
す
る
一
方
、
周
辺
地
域
で
は
少

子
高
齢
化
が
加
速
し
て
お
り
、
地
方
創
生
な
ら
ぬ

「
地
域
創
生
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
偏
在

の
是
正
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
今
後
５
年
間
で
、
ま
ず
は
集
落

内
の
空
き
家
・
空
き
地
等
の
有
効
活
用
を
図
っ

た
上
で
、
更
に
人
口
増
加
を
促
す
た
め
の
住
宅

整
備
と
し
て
、
主
に
担
い
手
や
若
者
を
対
象

と
し
た
移
住
・
定
住
用
単
独
住
宅
の
整
備
を
各

地
域
に
お
い
て
進
め
る
ほ
か
、
既
存
の
補
助
制

度
等
に
つ
い
て
も
課
題
や
成
果
を
整
理
し
て
見

直
し
を
検
討
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
地
域

に
お
け
る
人
口
の
増
加
や
担
い
手
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
に
よ
る
集
落

機
能
の
維
持
や
防
災
面
の
強
化
、
ひ
い
て
は
集

落
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
そ
の
推
進
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
対
象
地
域
の
絞
り
込
み
や
土
地
の
確
保

な
ど
の
課
題
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
地
域
や
学

校
を
残
し
た
い
と
い
う
地
域
住
民
の
方
々
の
熱

意
や
想
い
も
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

各
地
域
の
ご
意
向
等
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
着

手
可
能
な
地
域
を
モ
デ
ル
地
域
に
設
定
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
自
治
区
制
度
に
関
し
て
は
、
私

の
就
任
時
に
「
地
域
自
治
区
制
度
を
有
効
に
活

用
さ
せ
る
た
め
に
は
、
各
分
野
で
の
地
域
を
牽

引
す
る
人
材
や
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
意
識

の
醸
成
に
課
題
が
あ
る
。」
と
し
て
導
入
の
見
送

り
を
表
明
し
、
結
果
と
し
て
凍
結
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
の
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
大

正
・
十
和
地
域
に
地
域
振
興
局
を
設
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
振
興
局
に
一
定
数
の
職
員
を
配
置
す

る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
町
政
懇
談
会
で
も
、
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
く
中
で
、
町
と
し
て
の
考
え

方
な
ど
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
当
時

か
ら
導
入
の
検
討
が
な
さ
れ
、
地
域
自
治
区
検

討
委
員
会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
く
制
度
原
案
を

作
成
し
、
町
民
の
皆
様
に
周
知
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
の
関
心
度
・
理
解
度
を
高

め
る
た
め
の
行
政
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
足
し

て
い
た
面
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

意
識
醸
成
が
十
分
に
生
ま
れ
ず
、
制
度
自
体
の

形
骸
化
が
進
み
、
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、
地
域
自
治
区
を
設
置
せ
ず
、
町

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
・
協
議
で
き
る
環
境

を
醸
成
し
、
各
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
中
の
地
域
自
治
区
に

関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
皆
様
と
も
慎

重
に
議
論
を
重
ね
、
本
年
中
に
条
例
改
正
議
案
を

上
程
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
最
後
に
、
町
政
懇
談
会
で
の
３
つ
の
内
容
に

関
す
る
ご
意
見
の
ほ
か
、
防
災
・
安
全
対
策
や

地
域
医
療
の
充
実
、
風
力
発
電
施
設
、
情
報
公

開
や
意
見
公
募
手
続
、
行
政
評
価
、
職
員
の
人

材
育
成
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
部
分
か

ら
積
極
的
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

個
別
具
体
的
な
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
報

告
を
は
じ
め
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
地
方
創
生
の
新
た
な
出
発
の

年
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や

成
果
を
更
に
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な
視
点

と
戦
略
に
よ
り
全
国
に
誇
れ
る
四
万
十
町
な
ら

で
は
の
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
町
民
の
誰
も
が

四
万
十
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、
第
２
次
四
万
十
町
総

合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現

と
第
２
期
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
し
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
防
災
対
策
、
公
約
や
重
点
施
策
等
の
実

現
に
向
け
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

１
７
６
億
６
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初

と
比
較
し
て
２
億
１
２
０
０
万
円
・
1.2
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税

関
連
予
算
は
、
返
礼
品
や
事
務
費
、
基
金
へ
の
積

立
金
を
合
わ
せ
て
16
億
９
７
０
０
万
円
と
な
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
予
算
を
除
い
た
実
質
的
な

予
算
規
模
は
１
５
９
億
９
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
町
の
預
金
に
当
た
る
積
立
基

金
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら
１
億
７
４
８
１
万

円
余
り
増
加
の
１
１
１
億
５
１
１
２
万
円

を
見
込
み
、
町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
残

高
は
、
12
億
２
１
３
２
万
円
余
り
増
加
の

１
９
５
億
７
９
２
９
万
円
の
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
新
設
す
る
２
つ

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
を
含
む
10

の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

12
会
計
の
予
算
規
模
は
、
会
計
間
の
重
複
分
を

差
し
引
い
て
２
４
１
億
７
８
５
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
10
億
７
０
２
２
万
円
・

4.6
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

機
構
改
革
の
実
施

　

社
会
情
勢
や
行
政
課
題
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を
整
え

る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
次
の
３
点
を
改

善
し
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
本
庁
東
庁
舎
１
階
に
あ
る
健
康

福
祉
課
の
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
部
門

を
「
高
齢
者
支
援
課
」
と
し
て
、
西
庁
舎
１
階

の
町
民
課
に
隣
接
し
て
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
現
在
、
町
民
課
で
対
応
し
て
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
等
に
加
え
、
介
護
保
険
な
ど
の
「
高

齢
者
に
関
す
る
窓
口
を
西
庁
舎
１
階
に
集
約
」

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
庁
舎
間
の
移
動

等
に
伴
う
来
庁
者
の
負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
年
々
複
雑
化
す
る
制
度
や
、
そ
れ

に
伴
う
職
員
数
の
増
加
等
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
と

行
政
運
営
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
高
齢
者
支
援
課
の
西
庁
舎
１
階

で
の
業
務
は
、
本
年
５
月
７
日
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
す
。

　

２
点
目
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
窪
川

荘
」
と
「
四
万
十
荘
」
を
運
営
し
て
き
た
高
幡

西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の
解
散
で
す
。

同
組
合
は
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
解
散
し
、
そ

の
後
の
両
施
設
の
運
営
は
、
本
町
が
行
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

確
実
に
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
係
制
の
導
入
と
事
務
分
担
の
見

直
し
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
課
長
等
の
采
配
に
よ

り
課
内
に
「
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
事
務
執

行
体
制
を
編
成
し
、
事
務
処
理
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
事
務
の
効
率
化
と
責
任
の
明
確
化
の

た
め
、
課
内
に
「
係
」
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
係
に
係
長
を
配
置
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
「
係
」
に
替
え
て
「
室
」
や
「
班
」
を
設
置
し
、

室
長
や
班
長
を
配
置
し
ま
す
。
な
お
、
係
名
等

の
詳
細
は
、
４
月
の
人
事
異
動
後
に
広
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　

総
合
振
興
計
画
の
人
口
減
少
克
服
と
地
方
創

生
の
推
進
に
係
る
一
体
的
な
戦
略
プ
ラ
ン
と
し

て
、平
成
27
年
度
に
策
定
し
た「
四
万
十
町
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
計
画
期
間

が
満
了
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と

す
る
第
２
期
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
の
推
進
は
中

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
た
め
、
第
２
期
の
総
合
戦
略
で
は
、
基

本
目
標
な
ど
戦
略
の
根
幹
部
分
は
前
期
の
総
合

戦
略
を
踏
襲
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
感
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
視
点
と
し
て
、
国
連

の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
「
S
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

D
G
s
」

の
推
進
の
ほ
か
、
最
新
技
術
を
用
い
て
社
会
課

題
の
解
決
や
経
済
発
展
を
目
指
す
ソ
サ
エ
テ
ィ

5.0
の
推
進
、
そ
し
て
、
前
期
の
総
合
戦
略
か
ら

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
出
生
数
の
維
持
・
向
上

を
達
成
す
る
た
め
、
女
性
の
地
域
定
着
を
目
指

し
、
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な

ど
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

観
光
列
車
の
運
行

　
Ｊ
Ｒ
四
国
の
観
光
列
車
「
志
国
土
佐 

時と

代き

の

夜
明
け
の 

も
の
が
た
り
」
が
、
４
月
18
日
か
ら

運
行
を
開
始
し
ま
す
。
運
行
日
は
、
土
日
祝
日

の
ほ
か
７
月
以
降
の
毎
週
金
曜
日
と
な
っ
て
お

り
、
運
行
開
始
当
日
の
午
後
２
時
30
分
か
ら
は
、

Ｊ
Ｒ
窪
川
駅
で
出
発
式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
の
試
算
で
は
、
観
光
列
車
の
運
行

に
よ
り
年
間
約
１
万
５
千
人
の
乗
車
が
見
込
ま

れ
、
本
町
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
で
は
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
窪
川
駅
に
隣
接
す
る
公
衆
ト
イ

レ
の
洋
式
化
、
同
駅
待
合
室
へ
の
四
万
十
ヒ
ノ

キ
の
テ
ー
ブ
ル
及
び
イ
ス
の
設
置
、
観
光
列
車

専
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

運
行
開
始
後
は
、
来
町
者
へ
の
「
お
も
て
な

し
」
は
も
と
よ
り
、公
共
交
通
を
利
用
し
た
「
お

す
す
め
観
光
コ
ー
ス
」
の
提
案
等
を
積
極
的
に

展
開
し
、
地
域
の
観
光
振
興
と
活
性
化
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■ 

文
化
的
施
設
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会
に
よ
る

協
議
が
重
ね
ら
れ
、
本
年
度
７
回
目
と
な
る
委

員
会
で
、
基
本
計
画
の
最
終
案
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
案
に
対
す
る
意
見
公
募
手
続

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
計
画
変
更
を
要
す
る
内

容
の
意
見
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
基
本
計
画
の
内
容
で

施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
基
本
設
計
業
者
の
選

定
を
全
国
公
募
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
っ

て
お
り
、
書
類
審
査
に
よ
る
一
次
審
査
で
は
、

全
18
の
応
募
者
を
５
者
に
絞
り
込
み
、
２
月
27

日
に
は
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
二

次
審
査
を
実
施
し
、
提
案
者
の
説
明
に
町
内
外

か
ら
の
多
数
の
傍
聴
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

中
、
基
本
設
計
業
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
設
計
業
者
を
含
め
て
町

民
の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
本
年
９

月
末
を
目
途
に
基
本
設
計
を
行
い
、
そ
の
後
に

実
施
設
計
、
令
和
３
年
度
に
着
工
、
令
和
４
年

度
に
竣
工
と
い
う
予
定
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



町の預金と借金残高（一般会計）
年　　度 積立基金（預金）残高 町債（借金）残高

令和２年度見込額
令和元年度見込額
平成 30 年度決算額

111 億 5,112 万円
109 億 7,631 万円
106 億 3,489 万円

195 億 2,099 万円
183 億 5,797 万円
186 億 1,191 万円

令和２年度当初予算の概要一般会計当初予算の概要 一般会計総額  174 億 8,800 万円
［ 対前年度当初比＋9,400 万円・＋0.5％ ］

■ 令和２年度当初予算が可決されました
　四万十町の令和２年度当初予算が町議会３月定例会で、一部修正動議を経て可決されましたので、概要についてお知
らせします。
　一般会計における予算総額は、ふるさと納税の返礼品や事務経費、基金積立金といったふるさと納税関連経費16億
9,700万円（前年度当初比で 1 億 2,700万円の増）の影響などにより、前年度と比較して 9,400万円（0．5％）増加の
174 億 8,800 万円となりました。なお、修正動議については、旧家地川小学校を簡易宿泊施設などに整備する費用等
１億 1,800 万円について減額修正案が提出されたもので、賛成多数で可決されました。
　また、新設した２つの特別養護老人ホーム特別会計を含む１０の特別会計と水道事業会計を加えた全会計の純計（重複
分を差し引いた）予算規模は 240 億 6,050 万円となっています。

区　　　分
（1） 自　主　財　源

構成比

【歳入】

46億 6,334万円
16 億 2,899 万円
3億 1,602 万円
11億　 　0万円
13億 9,489 万円
2億 2,344 万円

128億 2,466万円
6 億 8,103 万円
67億 2,610 万円
16億 8,847 万円
15億 6,536 万円
21億 6,370 万円
174億 8,800万円

26.7%
9.3%
1.8%
6.3%
8.0%
1.3%
73.3%
3.8%
38.5%
9.7%
8.9%
12.4%
100.0% 

（2） 依　存　財　源

合　　　計（1）+（2）

譲与税及び交付金等
地  方  交  付  税
国 庫 支 出 金
県  支  出  金
町　　　　  債

区　　　分
（1）義 務 的 経 費

構成比

【歳出】　［性質別］

町民1人あたりの予算額：1,043,250円

人　　件　　費
扶　　助　　費
公　　債　　費

（2）投 資 的 経 費

（3）そ の 他 の 経 費

合　計（1）+（2）+（3）

普 通 建 設 事 業
災 害 復 旧 事 業

物　　件　　費
補   助   費   等
積 立 金
繰 出 金
そ　　の　　他

【メモ】
　町債は、公共施設の建設等の財源として町が借り入れるお金
で、いわゆる借金です。しかし、個人の借金とは違って、将来そ
の返済 (元利償還金 )の一部が、地方交付税として国から交付
(算入 )されるものが多数あります。
　 左表の平成 30年度決算額では、一般会計の町債残高が 186
億 1,191 万円となっていますが、そのうち地方交付税で交付さ
れるものなどを除き、町が支払う実質の負担額は 40億 6,196
万円（町債残高の 21.8％相当額）となっています。

目
的
別
一
般
会
計
歳
出

議会費
7,501 円

（1億2,574万円） （34億3,360万円） （14億9,791万円）

（19億4,625万円） （11億7,541万円） （19億9,339万円）

民生費
204,832 円 

農林水産業費
89,358 円

土木費
116,104 円

教育費
70,119円 

公債費
118,916 円

総務費
250,220 円

（41億9,444万円）

★詳細については、町ホームページ
　「四万十町の財政状況」コーナーで公表しています。

（12億4,516万円） （3億3,747万円）

（12億7,084万円） （2億5,020万円） （1,759万円）

衛生費
74,280 円 

商工費
20,132 円

消防費
75,812 円 

災害復旧費
14,926 円 

その他
1,050 円
労 働 費
諸支出金
予 備 費

〔お問い合わせ先〕 　総務課　財政班　☎22-3111

■ 予算編成の基本方針

☞  第２次総合振興計画の推進

☞ 人口減少の克服と地方創生を目指して ☞  町民参画と行政の透明性の向上

☞ 徹底した行財政改革と中・長期的な
　 視点に立った予算編成への取り組み～ まちの将来像「山・川・海 自然が 人が元気です 四万十町」の実現 ～

～「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた基本目標のより一層の推進 ～

② 四万十町への新しい
　 人の流れをつくる

① 地域の特性を
　 生かした雇用を
　 創出する

③ 若い世代の結婚・
　 出産・子育ての
　 希望をかなえる

④ 時代に合った地域
 　をつくり、安心な
 　くらしを守る

■ 一般会計の主要事業

社員研修促進、こうち農業確立総合支援、新規就農者定着促進、地域営農支援、地域まるごと６次
産業化推進、環境保全型農業推進、四万十川流域豊かな森林保全整備、特用林産生産体制支援、自
伐林業者等育成支援、町有林管理整備、緊急間伐総合支援、企業立地等促進、商工業振興、地産外商
推進、農業環境整備、町産材活用利用促進助成事業

防災
(地震・津波避難、
大規模災害)・
安全対策

災害時要配慮者支援、農業用燃料タンク対策、耐震性貯水槽整備、避難所運営加速化、自主防災育成、
志和地区津波避難対策、興津高台用地造成、津波避難路等維持管理、屋外貯蔵所整備、音声告知
放送設備再構築、国土強靭化地域計画策定、地域避難施設等整備、防災施設整備、県営地域ため
池総合整備負担金、橋梁耐震補強、橋梁長寿命化修繕、橋梁定期点検、町道安全対策、木造住宅
耐震化促進、ブロック塀等対策推進、緊急輸送道路沿道建築物耐震化促進、土砂災害対策、老朽
住宅除却事業

そ の 他
食品ロス削減推進、興津出張所新築、農業競争力強化農地整備、林業事業体担い手育成支援、
森林経営管理事業

広報戦略推進、地域資源映像活用、四万十川水産資源回復、四万十川川ガキ育成、移住定住促進住宅整備、移
住定住促進（移住促進）、地域おこし協力隊推進、ふるさと支援 (ふるさと納税 )推進、ホビー館推進、オア
シス風観光交流拠点施設、文化的景観保護活用、文化的施設整備、四万十川桜マラソン事業

婚活推進、不妊治療費助成、妊婦一般健康診査通院費助成、安心子育て支援 (出産祝金 )、新生児聴
覚検査、乳幼児健診、乳幼児・児童医療費助成、ファミリーサポートセンター運営、子育て世代包括
支援センター、私立保育所運営支援、青少年わんぱく学校、移住定住促進 (住宅支援 )、ＩＣＴ教育
推進、地域教育推進、教育研究所・教育支援センター事業

地区活動支援等、地域コーディネーター活動支援、情報共有促進、石油製品流通体制整備、人材育成
推進、高齢者等外出支援、あったかふれあいセンター、配食サービス、24時間電話健康相談、健康ス
テーション、住宅リフォーム支援、生活環境整備、町道新設改良、公営住宅建設、吉見川浸水対策事業

　以上のような基本方針のもと、合併から15年目を迎える令和２年度は、第２次四万十町総合振興計画に掲げるまち
の将来像の早期実現と第２期四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略を着実に推進し、喫緊の課題である防災対策
や公約および重点施策などの実現に向け、国・県の動向などにも十分注視しつつ編成しました。その主な事業は次の
とおりです。

 

総
合
戦
略
に
掲
げ
た
４
つ
の
基
本
目
標

そ
の
他
の
主
要
事
業

（令和２年3月1日現在：16,763人）

58億 2,487万円
25 億 5,632 万円
12億 7,516 万円
19億 9,339 万円
37億    863万円
34 億 5,843 万円
2億 5,020 万円
79億 5,450万円
29 億 7,845 万円
20億   881 万円
15億 6,970 万円
13億 3,359 万円

6,395 万円
174億 8,800万円

33.3%
14.6%
7.3%
11.4%
21.2%
19.8%
1.4%
45.5%
17.0%
11.5%
9.0%
7.6%
0.4%

100.0% 

普通建設事業費
34億5,843万円

19.8%

物件費
29億7,845万円

17.0%

補助費等
20億881万円
11.5%

積立金
15億6,970万円

9.0%

人件費
25億5,632万円

14.6%

扶助費
12億7,516万円

7.3%

公債費
19億

9,339万円
11.4%

災害復旧費
2億5,020万円

1.4%

その他
6,395万円　
0.4%

繰出金
13億3,359万円

7.6%

分・負、使・手
3億1,602万円

1.8%

繰入金
13億9,489万円

8.0%

寄附金
11億円
6.3%

その他
2億2,344万円

1.3%

地方交付税
67億2,610万円

38.5%

国庫支出金
16億8,847万円

9.7%

県支出金
15億6,536万円

8.9%

町債
21億6,370万円

12.4%

譲与税・交付金等
6億8,103万円

3.8%

町税
16億2,899万円

9.3%

町　　　　　税
分・負、使・手
寄 附 金
繰　　入　　金
そ　　の　　他

※

※分・負、使・手＝分担金および負担金、使用料および手数料

※(　)内の金額は各目的別の全体の予算額
※総務費…全般的な管理経費や企画調整費などのほか、ふるさと納税に係る返礼品などの関連経費や基金への積立金なども含まれます。

令和２年度当初

令和２年度当初

一般会計
歳出総額

174億8,800万円
【性質別】

一般会計
歳入総額

174億8,800万円

依存財源
73.3%

自主財源
26.7%

その他の
経費
45.5%

投資的経費
21.2%

義務的
経費
33.3%
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四万十町職員　の給与の状況
令和２年度一般会計予算に計上した四万十町職員などの給与の状況は、次のとおりです。

区　分  住民基本台帳人口
（年度末）

 　歳出額
A

 　　人件費
B

 　　実質収支 人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
29年度の人件費率

（２）職員給与費の状況（一般会計予算）
職員数

A 給料 職員手当 計　B期末・勤勉手当
給　与　費 １人当たり給与費

Ｂ／Ａ

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況　（令和２年4月1日現在）

区　分

区　分

四万十町

一 般 行 政 職 技 能 職
 平均給料月額  平均給与月額   平均年齢  平均給料月額  平均給与月額   平均年齢

国
(H31.4.1)

297,968円

329,433円 411,123円 287,312円 329,380円

321,980円 41.4歳

43.4歳 50.9歳

̶ ̶ ̶

区　分 四 万 十 町 国

一般行政職
大学卒

高校卒

170,100円

区　分 四 万 十 町 国

区　分 四 万 十 町 国

区　分

期末手当
勤勉手当

時 間 外
勤務手当

特殊勤務
手　　当

扶養手当

住居手当

退職手当

（元年度支給割合） （元年度支給割合）
 ６月期
12月期
計

（６）一般行政職の級別職員数の状況　（令和２年4月1日現在）
区　分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容

職員数 22人
8.7%

44人
17.5% 29.4% 19.8% 10.3% 14.3% 100%構成比

技　能　職
大学卒

高校卒

̶ ̶

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒
高校卒

247,900円
214,800円

280,300円
253,500円

技　能　職 大学卒
高校卒

̶ ̶

̶

324,300円
287,400円

̶

期末手当
1．3か月分
１．3か月分
２．6か月分

（支給率）

その他の加算措置：なし
退職時特別昇給：なし

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
19.6695か月分
28.0395か月分
39.7575か月分
47.709か月分

定　年
24.586875か月分
33.27075か月分
47.709 か月分
47.709 か月分

（支給率）

その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（3～45％加算）
退職時特別昇給：なし

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
19.6695か月分
28.0395か月分
39.7575か月分
47.709か月分

応募認定・定年
24.586875か月分
33.27075か月分
47.709か月分
47.709か月分

0.95か月分
0.95か月分
１．9か月分

勤勉手当

職制上の段階、職務の級などによる加算措置：有 

 ６月期
12月期
計

期末手当
1．3か月分
1．3か月分
２．6か月分

0.95か月分
0.95か月分
１．9か月分

勤勉手当

職制上の段階、職務の級などによる加算措置：有 

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
手当の種類（手当数）
手当の名称

配偶者6,500円 ～22歳の子10,000円
その他の扶養6,500円
※16歳～22歳の子は1人5,000円加算

配偶者6,500円 ～22歳の子10,000円
その他の扶養6,500円
※16歳～22歳の子は1人5,000円加算

借家の場合､家賃16,000円を超える場合
家賃に応じて28,000円を限度に支給

交通用具使用者は使用距離に応じて
2,000～31,600円を支給 

借家の場合､家賃16,000円を超える場合
家賃に応じて28,000円を限度に支給

年間予算額     
職員1人当たり予算年額     

0.4%
600,000 円

１
医療業務手当

通勤手当

交通機関等利用者は55,000円まで全額支給 交通機関等利用者は55,000円まで全額支給

片道2km未満の者は支給なし片道2km未満の者は支給なし

給料

報酬

期
末
手
当

町 長
副 町 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員
町 長
副　町　長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

６月期
12月期

計

１．40月分
１．50月分
２．90月分

 ７３７，０００円
６３１，０００円
５７７，０００円
３１０，０００円
２７０，０００円
２５０，０００円

６月期
12月期

計

１．40月分
１．50月分
２．90月分

会計管理者
政策監

地域振興局長
教育次長
課　長
事務局長等

副課長・次長
室長・班長
総括主幹
総括技幹
保育所長
施設長等

副課長・次長
室長・班長
係　長
保育所長
主任保育士
主幹・技幹等

主査・技査
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士
介護福祉士等

主　任
主任技師
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士
介護福祉士等

主事・技師
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士
介護福祉士等

交通用具使用者は使用距離に応じて2,000～ 31,600 円を支給
四万十町に住所を有する職員のうち、自動車等の使用距離が片道
20キロメートルを超える職員は、20キロメートルを超える１キロメートル
（１キロメートル未満切捨て）当たり200円を加算（上限5,000円）

〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

30年度 17,040人 160億2,115万円 13.34% 13.03%21億3,665万円3億7,875万円
注）令和元年度決算は、まだできていませんので､平成３０年度決算額で計上しています。　

（１）人件費の状況（普通会計決算）

２年度

182,200円

150,600円

147,900円 147,900円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（令和２年4月1日現在）
　

74人 50人 26人 36人 252人

（７）職員手当の状況

36,477 千円
145 千円

（８）特別職の報酬等の状況　（令和２年4月1日現在）

（４）職員の初任給の状況　（令和２年4月1日現在）
　

252人 9億1,153万円 14億1,663万円 562.2万円3億7,355万円1億3,155万円

150,600円

̶ ̶ ̶
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informationお知らせ

工　事　名　等 工事場所等 落札業者名 契約金額（円） 工    期
3,894,000 
15,730,000 
3,740,000 
3,520,000 
16,841,000 
17,479,000 
9,625,000 

２／13 ～ ３／20
２／13 ～ ３／31
２／13 ～ ３／30
２／13 ～ ３／30
２／20 ～ ３／31
２／20 ～ ３／31
３／５ ～ ３／31

十川
十川
小野
十川
志和
本堂
志和

(有)十和建設
(有)外崎建設
(有)竹村綜合建設
(有)竹村綜合建設
(有)山一建設
(有)武市建設
(有)国沢組

令和元年度　入　札　結　果　（令和２年２月実施分）　　

※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。 〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

令和元年度　四アド　第１号　ジップライン駐車場整備工事
令和元年度　四アド　第４号　四万十川ジップラインスタート地点整備工事
令和元年度　防安金　第１－００２－２号　町道大井川西土佐線（１）　舗装工事
令和元年度　四アド　第２号　ジップライン駐車場　舗装工事
令和元年度　都市防　第２号　町道轟谷線・志和大屋敷ヒショケ谷線改良工事
令和元年度　都市防　第４号　本堂地区　防災備蓄倉庫整備工事
令和元年度　都市防　第５号　志和地区津波対策避難誘導灯整備工事

健 康 し お りの

特定健診

  〔お問い合わせ先〕  
   健康福祉課　☎22-3115

　生活習慣病は日本人の死亡原因の約６割
を占めます。特定健診は生活習慣病やその
予備軍のメタボリックシンドロームの予防
や早期発見を目的として実施しています。
　令和元年度の受診率は以下の通りです。

　健診結果で精密検査が必要な方には紹介状をお渡しし、医療
機関の受診を勧めています。
　上図は令和元年度の健診結果の男女別紹介状発行の内訳で
す。男性では「血圧」「脂質異常」「肝機能」、女性では「脂
質異常」「血圧」「血糖」の順に多くなっています。

　さらに精密検査で医師から疾患の診断があった人の割合
は以下の通りです。
　「血糖」や「肝機能」では約40%、「腎機能」では
75％の人が疾患の診断を受けています。

　「何も症状ないき大丈夫！」本当にそうでしょうか？
　自分が知らないうちに身体はSOSを出しているかもし
れません。自分の身体を知るために、1年に1回、特定健診
を受けてみませんか。

　特定健診の検査項目は普段の通院で受けている検査と内容が異なる場合があります。
そのため、通院中の方も年一回は受診をお勧めしています。ぜひ一度、かかりつけ医に相談してみてください。

令和元年度紹介状発行の内訳（令和2年2月時点）

要精密検査で医師から疾患の診断があった人の割合（R2.2月時点）
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令和元年度受診率（令和2年2月時点）
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65～74歳

■高知県 ■男性 ■女性

（%）

（件）
0

10

20

30

40

特定健診やがん検診を
受診すると、
健康パスポートの
ピンクシールが
もらえます

75%

■血圧

■血糖

■腎機能

■脂質

■肝機能

※特定健診は通院中の方も対象です！

高血圧

糖尿病

27%

40.7%

慢性腎臓病
など

脂質異常症
など

肝機能障害
など

40%

35.6%

［広告］

☎２9-６０２１
（公社）四万十町シルバー人材センター
 四万十町香月が丘４番２０号

 社会参加の輪をひろげ、地域社会に貢献する

［広告］［広告］

会員募集！

高年齢者のみなさま、地域社会のために、自らのために

※入会を希望される方は、原則６０歳以上の
　健康で働く意欲のある方。
※入会手続きと問い合わせは、随時、
　シルバーセンター事務所で受け付けます。
いつでもお気軽にお問い合わせください。

あなたの豊かな経験と能力を活かしてみませんか。

ま
れ

17 16四万十町通信一令和２年４月号四万十町通信一令和２年４月号



informationお知らせ

地場産業振興センター食品加工施設が完成しました
　3 月 26 日、「道の駅あぐり窪川」に豚まんの新加工場が無事に竣工し、関係者で
神事を執り行いました。
　主力商品である豚まんおよびシュウマイについては、現状の 3 倍まで増産と安定供
給が行える生産体制が確立できました。主原料である町内産豚肉の付加価値をより
一層高めるとともに、食品加工から流通までを一体的に推進していく６次産業化に取
り組んでいきます。

　3 月 26 日、「道の駅あぐり窪川」に豚まんの新加工場が無事に竣工し、関係者で
神事を執り行いました。
　主力商品である豚まんおよびシュウマイについては、現状の 3 倍まで増産と安定供
給が行える生産体制が確立できました。主原料である町内産豚肉の付加価値をより
一層高めるとともに、食品加工から流通までを一体的に推進していく６次産業化に取
り組んでいきます。

〔お問い合わせ先〕 税務課　☎22-3116

◎障害者などの減免には申請が必要です◎軽自動車税(種別割)の
　納税通知書を発送します

　町税の納付には、便利な口座振替をお勧めします。
　口座振替にすると、納期ごとの支払いの手間や、うっ
かり納め忘れる心配もありませんのでご利用ください。
　手続きは、四万十町指定の金融機関で行うことができま
す。詳しくは、税務課までお問い合わせください。

　令和２年度固定資産税納税通知書を発送し
ます。

　納期は、５・７・９・11月の各月末です（月
末が日曜日など休日にあたる場合はその翌
日）。納め忘れのないよう計画的に納付をお願
いします。

　令和２年度軽自動車税 ( 種別割 ) の納税通
知書を発送します。内容をご確認いただき、
納期限までの納付をお願いします。

　身体障害者手帳など（身体障害者手帳・戦傷病者手帳・
療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）をお持ちで、一定の
要件に該当する場合、納期限までに申請することで、軽自
動車税 (種別割 )の減免を受けることができます。
　なお、この減免については普通車を含め１人１台に限り
ます。詳しくは税務課まで
お問い合わせください。

・四国銀行・高知信用金庫
・高知銀行・ゆうちょ銀行・高知県農協

取扱金融機関

納税通知書の発送 ５月１日（金）

６月１日（月）納 期 限

納税通知書の発送 ５月１日（金）

のお知らせ町税の口座振替

税務課からのお知らせ

固定資産税の
納税通知書を発送します

令和2年5月検針分から、水道料金が改定となります
　本町では、皆さまの生活に欠かすことのできないライフラインである水道を守り、安心安全な水道水をこれからも
安定してお届けし、安定的に経営を行うため、水道料金の改定をすることとしました。
　ご利用者の皆さまには大変ご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

【計算例】
　1か月20m3の水道を利用した場合の計算方法（口径13mm・家庭用）
　（基本料金＋超過料金＋量水器使用料）×1.1（消費税）
　（960円＋(20m3－8m3)×135円＋70円）×1.1＝2,915円

■水道料金新旧比較表（量水器口径13mm・税抜）

基本料金（8m3まで）

超過料金（1m3あたり）

量水器使用料 (φ13mm)

基本料金（8m3まで）

超過料金（1m3あたり）

量水器使用料 (φ13mm)

850円

120円

70円

850円

130円

70円

960円
135円
70円
960円
146円
70円

110円

15円

0円

110円

16円

0円

家庭用

用　途 現　行 差　額改定後

業務用

いつから、
料金が変わるのでしょうか？ 

通常の家庭で
どれくらい変わるのでしょうか？

  〔お問い合わせ先〕  
　環境水道課　☎22-3119

上記の例（口径 13mm・家庭用・使用量
20m3）では、現行料金 2,590 円が改定後で
は2,915円となり差額は325円となります。

令和2年 5月検針分から変更となります。

Q

Q

  〔お問い合わせ先〕  健康福祉課　☎22-3115

四万十町通信一令和２年４月号四万十町通信一令和２年４月号 1819

月　日 事　業　名 場　所 時間（受付時間）

４
月 28日（火）結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診

特定健診・後期高齢者健診
興津町民館
※結核・肺がんは巡回あり 8：00 ～　9：30

５
月

12日（火）

結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診 古城体育館 8：30 ～　9：30

結核・肺がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診 戸川生活改善センター 13：30 ～ 14：00

13日（水）

結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診 十和体育館 8：30 ～　9：30

結核・肺がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診 大道体育館 13：30 ～ 14：00

19日（火）結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

立西町民会館
※結核・肺がんは巡回あり 8：00 ～　9：30

21日（木）

結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

大正北ノ川多目的集会所
※結核・肺がんは巡回あり 8：30 ～ 10：00

結核・肺がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診 打井川地域づくりセンター 13：30 ～ 14：00

22日（金）

結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

下津井体育館
※結核・肺がんは巡回あり 8：30 ～　9：30

結核・肺がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

大奈路小学校体育館
※結核・肺がんは巡回あり 13：30 ～ 14：30

27日（水）子宮頸がん・乳がん検診
昭和基幹集落センター ９：00 ～ 11：00

十和体育館 13：30 ～ 15：30

28日（木）結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

七里集会所　（旧 JA 松葉川支所）

※結核・肺がんは巡回あり 8：00 ～　9：30

29日（金）

結核・肺がん・胃がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

米奥集会所
※結核・肺がんは巡回あり 8：00 ～　9：30

結核・肺がん・大腸がん検診
特定健診・後期高齢者健診

ＪＡ志和支所前
14：00 ～ 14：30

志和コミュニティセンター

※結核・肺がん検診は検診バスで各地へ巡回しています。巡回場所については、
　区長回覧および受診票などの個別通知にてお知らせいたします。

　下記の日程でがん検診、特定健診、後期高齢者健診を実施します。受診を希望される方は電話または申し込み
ハガキで役場までご連絡ください。実施日が近づきましたら、受診票などを個別に送付します。

がん検診、特定健診、後期高齢者健診のお知らせ



政府統計

〔お問い合わせ先〕 企画課　☎22-3124

2020年工業統計調査を実施します

　工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにするこ
とを目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利
活用されます。
　調査時点は６月１日です。調査票へのご回答をお願いいたします。

工業統計キャラクター
コウちゃん

同時に実施している
経済構造実態調査の

対象事業所・企業等におかれ
ましては、両調査にご回答を

お願いします。

検査期間

窪川学校給食センター

大正学校給食センター

十和学校給食センター

実 施 日 ： 令和２年２月26日
検査機関 ： 株式会社　日本食品エコロジー研究所　
　　　　　食品分析センター

セシウム134

不検出

不検出

不検出

セシウム137

不検出

不検出

不検出

ヨウ素131

不検出

不検出

不検出

2/3～7

2/3～7

2/3～7

２月　学校給食食材の放射能測定

※不検出とは測定下限値未満（<1.0Bq/kg）であることを示し
ています。検査に使用する食材は、約1週間分の原材料（調
味料を除く）です。一定量を混合試料にして検査します。

四万十町通信一令和２年４月号四万十町通信一令和２年４月号 2021

■
定
員
／
20
人

■
参
加
費
／
無
料

■
会
場
／
四
万
十
町
立
図
書
館　
　

　
２
階
会
議
室

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
図
書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
４
月
21
日
か
ら
受
付
）

四
万
十
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　

    

☎
2
2-

5
0
0
0

四
万
十
町
立
図
書
館　

大
正
分
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
2
7-

1
1
9
3

こ
い
の
ぼ
り
の
川
渡
し

　
四
万
十
川
の
初
夏
の
風
物
詩
「
こ

い
の
ぼ
り
の
川
渡
し
」
は
、
約

５
０
０
匹
の
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の

ぼ
り
が
川
風
を
受
け
、
四
万
十
川
の

川
幅
い
っ
ぱ
い
に
泳
ぐ
姿
を
一
目
見

た
い
と
、
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
見

物
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家

族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
！

※
５
月
３
日
に
予
定
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
「
よ
っ
て
こ
い
四
万
十
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

予
防
の
た
め
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
日
時
／
4
月
12
日
（
日
）
～

　
5
月
9
日
（
土
）　

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所
／
こ
い
の
ぼ
り
公
園
付
近

■
主
催
／
十
川
体
育
会

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
十
和
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

    

☎
2
８-

５
１
１
１

小
さ
な
和
の
世
界

ミ
ニ
盆
栽
展

　
笹
岡
良
吉
さ
ん
の
ミ
ニ
盆
栽
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

４
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

■
場
所
／
古
民
家
カ
フ
ェ
半
平

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
古
民
家
カ
フ
ェ
半
平

   

☎
０
５
０-

８
８
０
７-

５
０
７
５

五
在
所
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　
町
内
で
気
軽
に
登
山
が
で
き
る
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。

■
日
時
／
４
月
29
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
参
加
費
／
大
人　
二
百
円

　
　
　
　
　

 

小
人　

  

百
円

■
場
所
／
登
山
口
集
合
（
金
上
野
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
四
万
十
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　

  　

☎
2
9-

6
0
0
4

ボ
ヘ
ミ
ア
ン

ラ
プ
ソ
デ
ィ
上
映
会

■
日
時
／
５
月
24
日（
日
）
2
回
上
映

　
（
午
後
１
時
30
分
～
／
午
後
５
時
～
）

■
料
金

　
（
前
売
り
・
当
日
と
も
）

　
一
般　
千
円

　
高
校
生
以
下　
八
百
円

　
※
小
学
生
以
下
無
料

■
場
所
／
窪
川
四
万
十
会
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
窪
川
四
万
十
会
館

　
　
　
　
　
　

  

☎
2
２-

４
７
７
７

四
万
十
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
毎
年
大
盛
況
の
川
開
き
イ
ベ
ン
ト

が
５
月
31
日
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

■
日
時
／
５
月
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
／
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
四
万
十
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

  

☎
2
９-

６
０
０
４

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
戸
数
／
3
戸　

■
募
集
住
宅
／
北
ノ
川
第
1
団
地
、

コ
ー
ポ
し
ま
ん
と
1
、
2
号
棟
（
大

正
地
区
）

■
申
込
受
付
期
限

　
４
月
30
日
（
木
）
必
着

■
必
要
な
書
類
／
入
居
申
込
書
・
住

民
票
・
完
納
証
明
・
所
得
を
証
明
す

る
書
類

■
そ
の
他
／
①
申
し
込
み
は
１
回
の

募
集
に
お
い
て
１
世
帯
に
つ
き
１
通

に
限
り
ま
す
。
②
入
居
資
格
、
申
込

み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
建
設
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所

　
建
設
課
、
大
正
・
十
和
地
域
振
興

局
、
興
津
出
張
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

 

建
設
課　

☎
２
２-

３
１
２
０

「
四
万
十
町
通
信
」
の

広
報
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
「
四
万
十
町
通
信
」
を
皆
さ
ま
に

分
か
り
や
す
く
お
届
け
す
る
た
め
に

一
般
広
報
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容

　

月
１
回
広
報
委
員
会
へ
の
参
加
。

そ
の
ほ
か
広
報
へ
の
ご
意
見
な
ど
。

■
条
件

　
四
万
十
町
在
住
の
方
で
、
広
報
に

興
味
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方
。

■
任
期
／
１
年
（
６
月
～
）

■
報
酬
／
5
千
円
（
1
回
）

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
募
集
期
限
／
５
月
7
日
（
木
）

※
面
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。（
面

談
日
５
月
中
旬
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

 

企
画
課　

☎
２
２-

３
１
２
４

四
万
十
町
商
工
業
振
興
助

成
事
業

1
次
募
集
の
お
知
ら
せ

　
四
万
十
町
で
は
、
商
工
業
の
育
成

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内

で
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て
起
業

さ
れ
る
方
、
既
存
事
業
者
の
方
で
新

た
に
宣
伝
活
動
や
販
路
拡
大
に
取
り

組
ま
れ
る
方
な
ど
を
応
援
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
事
業
の
活

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
に
ぎ
わ
い

創
出
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

頂
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
募

集
期
間
内
に
申
請
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
（
1
次
）

　
4
月
1
日
～
4
月
20
日
（
月
）

※
審
査
会
に
て
採
否
を
審
査
し
、
4

月
下
旬
に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
秋
ご
ろ
に
2
次
募
集
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

に
ぎ
わ
い
創
出
課

　
　
　
　
　
　

☎
２
２
‐
３
２
８
１

四
万
十
町
社
員
研
修
促
進

事
業
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
町
の
将
来
を
担
う
若
者
が
社
会
の

一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
職

業
能
力
の
開
発
・
向
上
な
ど
に
向
け

て
町
内
に
事
業
所
を
置
く
法
人
が
実

施
す
る
40
歳
以
下
の
正
社
員
を
対
象

と
し
た
研
修
な
ど
に
対
し
補
助
を
行

い
ま
す
。

　
申
請
ま
で
の
流
れ
や
補
助
対
象
と

な
る
研
修
お
よ
び
経
費
な
ど
、
詳
し

く
は
に
ぎ
わ
い
創
出
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
内
容

【
対
象
経
費
】
研
修
な
ど
の
計
画
の

作
成
経
費
、
研
修
な
ど
の
実
施
経
費

【 

補
助
額 

】
１
事
業
者
あ
た
り
上
限

50
万
円
／
年
（
令
和
２
年
度
ま
で
最

長
3
年
度
補
助
可
能
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

に
ぎ
わ
い
創
出
課　

　
　
　
　
　
　

☎
２
２
‐
３
２
８
１

わ
た
し
の
好
き
な

　
中
澤
竹
太
郎 

展

　
四
万
十
町
立
美
術
館
の
収
蔵
作
品

よ
り
、
中
澤
竹
太
郎
の
作
品
を
厳
選

し
、「
わ
た
し
の
好
き
な
中
澤
竹
太

郎
展
」
と
題
し
て
約
20
点
を
展
示
。

■
会
場
／
四
万
十
町
立
美
術
館

■
開
催
期
間

　
4
月
25
日（
土
）～
６
月
14
日（
日
）

■
観
覧
料

　
2
0
0
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

「
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
・
２
級
）、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、長
寿
手
帳
に
類
す
る
も
の（
運

転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）
を
提
示

す
る
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
。

■
開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

　
日
曜
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
の
開
館

■
休
館
日
／
月
曜
・
祝
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
美
術
館　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

作
品
、
お
待
ち
し
て
ま
す
！

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

絵
画
の
部

　
参
加
型
展
覧
会
、
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
展
（
絵
画
の
部
）
を
６
月
か
ら
開

催
し
ま
す
。

　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
と
は
、本
来「
独

立
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
す

が
、
美
術
用
語
と
し
て
は
「
誰
で
も

自
由
に
出
品
で
き
る
無
審
査
か
つ
無

賞
の
展
覧
会
」
を
指
し
ま
す
。

■
搬
入
日

　
６
月
19
日
（
金
）・
20
日
（
土
）

■
出
品
資
格

　
四
万
十
町
内
在
住
者
、
四
万
十
町

出
身
者
、
現
在
四
万
十
町
内
に
勤

務
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
。
ま
た
、

四
万
十
町
に
縁
の
あ
る
方

■
展
覧
会
開
催
期
間

 

６
月
27
日
（
土
）
～
８
月
７
日
（
金
）

※
応
募
作
品
の
規
定
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
美
術
館
に
開
催
要
項
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
２
２-

５
０
０
０

「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
」

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
、
お
り
が

み
、
プ
ラ
バ
ン
工
作
な
ど
。

■
開
催
日
／
５
月
２
日
（
土
）　

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
対
象
／
３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で

（
小
学
生
未
満
保
護
者
同
伴
）

★新型コロナウイルス感染拡大予防のため、変更になる場合があります。

★新型コロナウイルス感染拡大予防のため、変更になる場合があります。

 

募
　
集

 

お
知
ら
せ

 

イ
ベ
ン
ト

 

図
書
館
・
美
術
館

 

か
ら
の
お
知
ら
せ



油揚げは湯かけしておく。
①たけのこ、油あげを短冊切りにする。
②ぶなしめじは、食べやすい大きさに切る。
③鍋に油を敷き、中火でとり肉を炒め、たけの
こ・油揚げ・ぶなしめじを入れて炒める。

④調味料を加えさらに炒める。
⑤火が通ったら、ごはんとグリンピースと混ぜ
てできあがり。

【材　料】（４人分）

たけのこごはん

Let’s cooking !！おうちで 給食レシ ピ

・ごはん
・たけのこ（ゆで）
・鶏ムネ肉（こまぎれ）
・炒め油
・ぶなしめじ
・油あげ
・グリンピース（ゆで）

・さとう
・こいくちしょうゆ
・うすくちしょうゆ
・酒

……………５ｇ
…９ｇ
…９ｇ

………………１．２ｇ

………………４人分
………６０ｇ
……６０ｇ

………………適量
……………４０ｇ

…………………８ｇ
……１８ｇ

大正給食
センター編

調
味
料

23 四万十町通信一令和2年４月号

日付 曜日 内　　　容 時　間 場　　　所 お問い合わせ

 ４月
11 土 休日水道修理当番 岩本商店　　　 ☎ 22-2716

12 日
休日水道修理当番 日化住宅機器　 ☎ 22-0407
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

13 月 各課紹介 18:45 企画課　　　 　☎ 22-3124
14 火 【窪川】１日行政相談 10:00 ～ 15:00 農村環境改善センター　２階　第１会議室 総務課　　　　  ☎ 22-3111

15 水
16 木 母乳相談 9:30 ～ 11:30 十和地域子育て支援センター 十和町民生活課 ☎ 28-5112

17 金
18 土 休日水道修理当番 宮脇水道　　　 ☎ 22-1581

19 日
休日水道修理当番 高橋設備　　　 ☎ 22-0662
休日在宅当番医 大西病院　　　 ☎ 22-1191

20 月 各課紹介 18:45 企画課　　　 　☎ 22-3124

21 火
22 水 １歳6か月児健診 対象者に個別通知 役場東庁舎 健康福祉課　　  ☎ 22-3115

23 木
24 金
25 土 休日水道修理当番 桑原水道　　　 ☎ 22-1163

26 日
休日水道修理当番 横山建材店　　 ☎ 22-3608
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

27 月 各課紹介 18:45 企画課　　　 　☎ 22-3124
28 火 乳幼児健診 対象者に個別通知 大正健康管理センター 大正町民生活課 ☎ 27-0112

29 水
休日水道修理当番 岩本商店　　　 ☎ 22-2716
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

30 木

５月
1 金
2 土 休日水道修理当番 日化住宅機器　 ☎ 22-0407

3 日
休日水道修理当番 宮脇水道　　　 ☎ 22-1581
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

4 月
休日水道修理当番 高橋設備　　　 ☎ 22-0662

休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

各課紹介 18:45 企画課　　　 　☎ 22-3124

5 火
休日水道修理当番 桑原水道　　　 ☎ 22-1163
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

6 水
休日水道修理当番 横山建材店　　 ☎ 22-3608
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

7 木 【窪川】人権相談 10:00 ～ 15:00 農村環境改善センター 町民課　　　 　☎ 22-3117

8 金
9 土 休日水道修理当番 岩本商店　　　 ☎ 22-2716

10 日
休日水道修理当番 日化住宅機器　 ☎ 22-0407
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

11 月 各課紹介 18:45 企画課　　　 　☎ 22-3124
12 火 【窪川】１日行政相談 10:00 ～ 15:00 農村環境改善センター　２階　第１会議室 総務課　　　　  ☎ 22-3111
13 水 赤ちゃん相談・ひまわり相談・母乳相談 13:30 ～ 16:00 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　 　☎ 22-3115

しまんと健康ホットライン
☎0120-788-410四万十町四万十町    くらしくらしののカレンダーカレンダー

令和２年 ★ 健康・医療・介護・育児相談
★ 医療機関情報の提供

24時間
年中無休

※休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。
大正地域振興課　☎ 27-0111　　十和地域振興課　☎ 28-5111

〔ケーブル TV のお問い合わせ先〕
毎週月曜日更新　四万十ケーブルテレビ　☎ 22-1117

〔各種健診お問い合わせ先〕
健康福祉課　☎ 22-3115

休日在宅当番医
【大正診療所】休日・夜間の急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認のうえ受診してください。　☎ 27-0210

　
お
問
い
合
わ
せ

１日行政相談 … 国の仕事・サービスでお困りの方、ご相談ください。
【窪川】行政相談員　森 英真　【大正・十和】行政相談員　林 久志 人権相談 … 無料・秘密厳守です。

納期のお知らせ

ひまわり相談は、育児の悩みや子どもの発達、
保護者自身の健康の悩みを医師に相談できます。

  ★新型コロナウイルス感染拡大予防のため、変更になる場合があります。



2020.4月号
（毎月10日発行）

●発行／四万十町企画課　　●印刷／窪川印刷
〒786-8501　高知県高岡郡四万十町琴平町16-17  Vol.169

万
十
清
流
消
防
署
の
あ
る
古
市
町

交
差
点
か
ら
国
道
56
号
を
南
進
。見

付
お
よ
び
東
又
方
面
へ
と
向
か
う
県
道

3
5
2
号
が
交
わ
る
交
差
点
を
過
ぎ
た
辺

り
か
ら
、
窪
川
運
動
場
を
左
手
に
眺
め
つ

つ
四
万
十
町
西
I
C
を
通
過
し
、
坂
を
登

り
き
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
が
金
上
野
で
あ
る
。

縦
長
の
大
き
な
地
区
で
、
上
・
中
・
下
に

分
か
れ
て
い
る
。今
回
は
主
に
下
を
行
く
。

地
区
の
南
、
黒
潮
町
と
の
町
境
に
そ
び
え

る
の
は
、
標
高
6
5
8
m
の
五
在
所
の
峰

（
五
在
所
山
）
で
あ
る
。金
上
野
側
か
ら
眺

め
る
と
、
圧
倒
的
な
存
在
感
は
あ
る
も
の

の
、
比
較
的
緩
や
か
な
表
情
を
し
て
い
る

が
、
黒
潮
町
市
野
瀬
側
か
ら
見
上
げ
る
と
、

頂
上
は
尖
っ
て
い
て
、
ま
さ
に「
峻
険
」と

い
う
言
葉
が
当
て
は
ま
る
山
容
を
し
て
い

る
。　今

か
ら
1
0
0
0
年
以
上
前
、
大
和
の

国
の「
役
の
小
角（
え
ん
の
お
づ
ぬ
）」と
い

う
高
名
な
行
者
が
、
四
国
巡
礼
で
こ
の
地

を
訪
れ
た
。役
の
小
角
は
、
今
の
市
野
瀬
側

か
ら
見
た
五
在
所
山
の
山
容
に
圧
倒
さ
れ
、

こ
こ
で
修
行
を
す
る
た
め
山
頂
に
こ
も
る

こ
と
を
決
意
し
た
。あ
る
日
、役
の
小
角
は
、

近
隣
の
行
者
た
ち
と
と
も
に
五
色
の
旗
を

立
て
て
修
行
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
五

色
の
鳥
が
舞
い
上
が
り
五
社
さ
ん
の
上
空

に
飛
ん
で
行
っ
た
。こ
の
時
、
五
羽
の
う
ち

金
色
を
し
た
一
羽
が
、
現
在
の
金
上
野
上

空
を
飛
ん
だ
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
を
金
鳥

野
と
呼
び
、
後
に
金
上
野
と
な
っ
た
と
い

う
説
が
あ
る
。

　ま
た
、五
在
所
の
名
も
、五
色
の
鳥
が
住

R439

R381

土佐
大正

至

至 黒潮町

十川

R56

窪川

四

む
在
所
か
ら
つ
い
た
と
い
う
説
や
、
五
色

の
鳥
が
舞
い
降
り
た
の
で「
降
在
所
」と
呼

ん
だ
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
、
は

た
ま
た
、
頂
上
か
ら
五
つ
の
在
所
が
見
渡

せ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
説
が
あ
り
面
白
い
。江
戸
期
の
地
誌

に
は
御
在
所
山
と
記
さ
れ
て
い
て
「
八
合

目
か
ら
先
は
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
。朔

望
（
陰
暦
の
1
日
と
15
日
＝
新
月
と
満
月
）

に
は
麓
の
人
々
が
お
神
酒
を
備
え
、太
鼓
・

笛
・
手
拍
子
で
賑
や
か
に
お
祀
り
し
た
」

と
あ
る
。太
古
の
昔
か
ら
金
上
野
の
人
々

に
と
っ
て
五
在
所
山
は
畏
怖
と
信
仰
の
対

象
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録

や
伝
説
か
ら
う
か
が
え
る
。

　現
在
の
金
上
野
は
町
に
近
い
方
が
人
口

も
多
く
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
中
世
ま
で
は
、

こ
の
五
在
所
山
の
麓
辺
り
の
方
が
人
口
は

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。隣
接
す
る
現
在

の
古
市
町
に
市
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
少

し
ず
つ
人
口
比
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
、
金
上
野
全
体
の
人
口
は
3
4
1

人
。世
帯
数
は
1
8
0
で
あ
る
。

 ☎（0880）22-3124
　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

高知市

金
上
野
①

き
ん 

じ
ょ
う  

の

市野瀬側から見た五在所山

町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

5
2
7

12
18
30

10
18
28

12
12
24

7,964
8,799
16,763
8,400

窪川地域 11,871人 大正地域 2,346人 十和地域 2,546人

ー9
ー10
ー19
ー15

（2月29日）　 

（2月中の届出）

四万十川の

水質状況
新型コロナウイルス予防対策の一環により学校
休校のため、3月の水質検査をお休みします。

ほ
う

ほ
う


